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会
長
挨
拶

医
療
・
介
護
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
は

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

　
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
協
会
の
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
陰
様
で
平
成
二
十
二
年
三
月

十
八
日
の
総
会
で
公
益
社
団
法
人
移
行
に

関
す
る
議
案
が
承
認
さ
れ
、
準
備
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
二
十
三
年
九
月
二
十

七
日
埼
玉
県
よ
り
認
定
さ
れ
、
新
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。
公
益
化
を
重
く
受
け

止
め
、
さ
ら
に
地
域
支
援
に
邁
進
す
る
所

存
で
す
。
加
え
て
二
十
三
年
度
は
協
会
設

立
二
十
周
年
の
節
目
と
な
り
、
十
月
三
十

一
日
に
、
設
立
二
十
周
年
・
公
益
法
人
移

行
認
定
祝
賀
会
を
執
り
行
う
事
が
出
来
ま

し
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。
目
下
二
十
周
年
記
念
誌
作
成
に
鋭
意

取
り
組
み
中
で
あ
り
、
間
も
な
く
お
手
元

に
届
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
同
時
改
定
に
つ
い
て
、
改
定
率
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
診
療
報
酬
改
定
の
骨

子
と
し
て
、
地
域
医
療
の
再
生
を
図
る
観

点
か
ら
、「
早
期
の
在
宅
療
養
へ
の
移
行

や
地
域
生
活
復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み
の

推
進
な
ど
医
療
と
介
護
等
と
の
機
能
分
化

や
円
滑
な
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

地
域
生
活
を
支
え
る
在
宅
医
療
の
充
実
を

図
る
。」こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
介
護
報
酬
改
定
の
方
向
で
は
、

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
効
率
化
・
重
点

化
と
機
能
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
各
サ

ー
ビ
ス
間
の
効
率
的
な
配
分
を
行
い
、
施

設
か
ら
在
宅
介
護
へ
の
移
行
を
図
る
。

◎
二
十
四
時
間
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
や
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自
立
支
援
型
サ
ー

ビ
ス
の
強
化
を
図
る
。

◎
介
護
予
防
・
重
度
化
予
防
に
つ
い
て
は

真
に
利
用
者
の
自
立
を
支
援
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
効
率

化
・
重
点
化
す
る
方
向
で
見
直
し
を
行

う
。

と
重
点
項
目
が
述
べ
ら
れ
二
〇
二
五
年
に

向
け
た
〝
地
域
包
括
ケ
ア
〞
の
指
針
が
決

定
さ
れ
て
こ
の
度
の
同
時
改
定
に
お
い
て

両
者
の
連
携
に
重
点
が
置
か
れ
た
も
の
で

す
。
私
ど
も
老
健
に
と
り
ま
し
て
は
、
大

き
く
舵
を
切
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
各
地
域
で
の
ケ
ア
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
遂
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
で
の
医
療
・
介
護
連
携
の
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
で
す
。
主
治
医
と
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
介
護
者
等
と
の
気
の
置
け
な
い
関

係
が
持
て
て
こ
そ
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
図

れ
ま
す
。
老
健
で
は
、
医
療
、
介
護
、
福

祉
等
専
門
職
が
施
設
入
所
、
在
宅
療
養
と

地
域
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
材

は
豊
富
で
あ
り
、
今
後
は
い
か
に
各
地
域

の
特
色
を
生
か
す
活
動
が
で
き
る
か
が
、

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
地
域
に

お
け
る
〝
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
〞
を

念
頭
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
す
。
ま

た
、
胃
瘻
、
看
取
り
の
問
題
に
つ
い
て
も

論
議
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
急
激
に
高
齢

化
社
会
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
当
県
に

と
っ
て
、
認
知
症
対
策
は
、
さ
ら
に
大
き

な
課
題
で
あ
り
、
他
団
体
と
の
交
流
を
活

用
し
二
〇
二
五
年
の
有
る
べ
き
姿
を
構
築

致
す
所
存
で
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

ご
支
援
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

公益社団法人埼玉県
介護老人保健施設協会

会 長 小 川　郁 男
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埼玉医科大学教授
理学博士

和合　治久先生

　
会
長
の
挨
拶
は
要
旨
以
下
の
よ
う
で
し

た
。

　
協
会
に
と
り
本
年
度
は
設
立
二
〇
周
年

と
公
益
社
団
法
人
移
行
と
い
う
大
き
な
節

目
の
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
推
進

さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

中
で
医
療
と
介
護
を
一
体
的
に
提
供
す
る

「
多
職
種
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
た
機

能
集
団
」
と
し
て
老
人
保
健
施
設
の
役
割

は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。
と
し
、
当
日

の
ご
講
演
の
和
合
治
久
先
生
の
ご
紹
介

と
、
四
九
演
題
の
発
表
を
基
に
し
た
議
論

の
高
ま
り
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
福
祉
部
奥
沢
信
一
副
部
長
か
ら

は
公
益
法
人
へ
の
移
行
と
毎
月
一
五
日
の

老
健
の
日
の
取
り
組
み
か
ら
本
協
会
の
公

益
的
な
取
り
組
み
を
ご
評
価
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
埼
玉
県
医
師
会
松
本
芳
郎
常
任
理
事
か

ら
は
施
設
介
護
の
重
要
性
の
増
す
中
、
老

健
大
会
は
意
義
あ
る
大
会
で
あ
る
と
ご
評

価
い
た
だ
き
、
今
後
の
尽
力
へ
の
期
待
を

頂
き
ま
し
た
。

　
全
老
健
山
田
和
彦
会
長
か
ら
は
20
周
年

へ
の
祝
意
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県

の
高
齢
化
率
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
こ
れ

を
日
本
の
縮
図
で
あ
る
と
し
、
埼
老
健
の

発
展
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
表
彰
式
に
移
り
、
別
掲
の
よ
う

に
会
長
表
彰
、
特
別
表
彰
、
第
二
回
介
護

百
人
一
首
優
秀
賞
、
二
〇
周
年
記
念
誌
作

文
「
夢
の
老
健
」
優
秀
賞
の
皆
様
に
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
埼
玉
医
科
大
学
和
合
治

久
教
授
よ
り
「
身
近
に
で
き
る
音
楽
療
法

で
健
康
な
生
活
を
送
る
」
と
し
て
音
楽
療

法
の
取
り
組
み
の
効
果
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
午
後
は
二
会
場
に
分
か
れ
四
九
演
題
の

発
表
を
も
と
に
熱
心
な
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
、
最
新
の
取
り
組
み
を
共
有
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
年
も
二
月
五
日（
日
）さ
い
た
ま
市
に
あ
る
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
で
第
十
七
回
埼
玉
県
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
が

開
催
さ
れ
、
五
〇
〇
人
を
超
え
る
施
設
関
係
者
な
ら
び
に
一
般
県
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
17
回
埼
玉
県
介
護
老
人
保
健
施
設
大
会
開
催

　
中
国
伝
統
医
学
か
ら
「
未
病
」
の
大

切
さ
が
知
ら
れ
て
い
る
。
発
病
し
な
い

方
法
と
し
て
未
病
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
。
免
疫
疾
患
や
生
活
習
慣
病
の

予
防
・
改
善
・
治
療
の
た
め
に
音
楽
を
医

学
的
に
活
用
す
る
。
音
楽
療
法
を
医
療

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
自
律
神
経
系

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
現
代
社
会
は
免
疫
学
的
問
題
が
い
く

つ
も
あ
る
。
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法
と

し
て
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
音
楽
療
法
を
研
究

し
た
。
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
曲
を
三
〇
分

聞
く
と
抹
消
血
流
が
増
し
、
体
温
の
向

上
が
見
ら
れ
た
り
、
唾
液
分
泌
量
が
増

し
た
り
す
る
。
ほ
か
に
も
多
種
の
効
用

が
見
ら
れ
、
耳
鳴
り
、
難
聴
、
ひ
ざ

痛
、
腰
痛
、
リ
ュ
ウ
マ
チ
痛
、
高
血

圧
、
不
眠
、
冷
え
症
便
秘
等
々
体
験
的

に
改
善
が
図
ら
れ
た
例
が
多
数
あ
る
。

　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
音
楽
療
法
を
実
施

す
る
と
副
交
感
神
経
に
ス
イ
ッ
チ
が

入
り
、
リ
ン
パ
球
に
依
存
す
る
免
疫

力
の
向
上
・
細
胞
分
泌
力
の
向
上
が

見
ら
れ
る
。

　
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
を
通
し
て
予
防
医

学
的
に
未
病
対
策
の
一
環
と
し
て
音

楽
療
法
を
取
り
入
れ
る
。
二
一
世
紀

の
音
楽
療
法
に
取
り
組
み
、
意
味
の

あ
る
音
楽
の
力
の
活
用
を
図
り
た

い
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
人
の
免
疫
疾

患
に
音
楽
の
力
の
医
学
的
活
用
を
図

り
、
免
疫
疾
患
の
予
防
・
改
善
・
治

療
を
進
め
た
い
。
ウ
エ
ル
ネ
ス
（
健

康
で
あ
る
こ
と
、
健
康
な
状
態
）
の

持
続
の
視
点
か
ら
ロ
ハ
ス
の
考
え
方

の
重
要
性
を
説
き
、
二
宮
尊
徳
の
考

え
た
「
分
度
盃
」
を
取
り
上
げ
、
腹

八
分
目
の
精
神
が
人
と
地
球
に
優
し

い
健
康
社
会
を
構
築
す
る
と
し
た
。

　
免
疫
学
か
ら
見
た
臨
床
音
楽
の
事

例
で
、
免
疫
疾
患
に
苦
し
む
患
者
を

救
っ
た
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

　
最
後
に
講
師
の
ハ
モ
ニ
カ
の
伴
奏

に
合
わ
せ
、
全
員
で
「
千
の
風
に
な

っ
て
」
を
合
唱
し
た
。

（
講
演
概
要
　
文
責
　
田
中
　
哲
）

身近にできる音楽療法で

健康な生活を送る
基調講演
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◎
小
谷
あ
ゆ
み
賞

仕
事
中
ふ
と
思
い
出
す
祖
父
母
の
顔
小
さ
い

時
は
ご
め
ん
な
さ
い

人
生
の
先
輩
に
学
ぶ
教
訓
は
僕
の
持
ち
味
隠

し
味

加
藤
　
久
弥

幼
き
日
手
を
引
か
れ
し
散
歩
道
今
は
引
い
し

祖
母
の
手
を

井
上
　
博
之

「
あ
り
が
と
う
」
言
葉
な
く
と
も
き
こ
え
て

る
そ
の
ま
な
ざ
し
で
手
の
ぬ
く
も
り
で

　
鈴
木
　
結
実

「
君
い
く
つ
？
」「
な
ん
だ
オ
レ
よ
り
年
上
か
」

永と

わ遠
の
若
さ
の
笑
顔
ま
ぶ
し
く

　
馬
場
と
も
子

長
生
き
を
さ
せ
る
薬
を
く
だ
さ
い
と
百
寿
の

母
は
両も
ろ
て手

差
し
出
す

神
田
　
裕
三

介
護
す
る
大
変
さ
な
ど
な
い
と
言
う
夫つ

ま

に
感

謝
し
励
む
リ
ハ
ビ
リ

佐
藤
美
恵
子

面
会
に
妻
来
た
り
て
笑
顔
見
る
二
人
で
過
ご

す
つ
か
の
ま
の
時と

き間

渡
部
　
貞
江

「
お
兄
さ
ん
あ
ん
た
だ
け
よ
」
と
頼
ら
れ
て

「
任
せ
て
下
さ
い
」
一
人
張
り
切
る　

濱
田
　
晋
也

「
あ
り
が
と
う
」
そ
の
一
言
で
頑
張
れ
る
や

り
が
い
の
あ
る
介
護
の
仕
事

　
丸
山
　
秀
美

　
今
年
も
百
四
十
一
人
か
ら
二
百
三
十
一
首
の
応
募
が
あ
り
、

埼
老
健
『
介
護
百
人
一
首
』
第
二
号
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
理

事
会
で
十
首
が
優
秀
歌
に
選
ば
れ
、
老
健
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
谷
あ
ゆ
み
先
生
に

小
谷
あ
ゆ
み
賞
と
し
て
一
首
選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介　護
百人一首

優
　
秀

　
歌
　
　
五
十
音
順
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平成23年度「会長表彰」受賞者
施　設　名 氏　名 施　設　名 氏　名

彩の苑 井田　真美子 翔寿苑 川村　江美

いこいの家 酒井　みどり 翔寿苑 栗山　和樹

いこいの家 青木　シズ 逍遥の郷 飯塚　万喜子

いづみケアセンター 横田　ひとみ シルバーケア敬愛 笹尾　龍子

岩槻ライトケア 高畑　和子 シルバーケア敬愛 若月　潤

岩槻ライトケア 柴田　昭子 すぎとナーシングケア 多治比　きよ子

うらわの里 御所脇　みち子 すぎとナーシングケア 戸村　三枝子

大宮ナーシング・ピア 神　　佳子 鶴ヶ島ケアホーム 増田　眞弓

かがやき 伊藤　正之 鶴ヶ島ケアホーム 堀江　好邦

かがやき 川上　順子 戸田市立介護老人保健施設 七島　幸子

鶴寿の里ナーシングホーム 横塚　泰子 戸田市立介護老人保健施設 篠村　あすか

カノープス・羽生 西垣　和彦 ナーシングホーム和光 宇佐美　由紀

カノープス・羽生 村山　則子 ナーシングホーム和光 鈴木　和美

かみさとナーシングホーム 多胡　佳子 南面 有田　香織

かみさとナーシングホーム 南雲　紀子 南面 宮崎　智之

きんもくせい 角三　美穂 虹の園 橋本　達哉

きんもくせい 宇野　潤 虹の園 杉田　久子

栗橋ナーシングホーム翔裕園 野村　翼 はなぶさ 中村　裕子

栗橋ナーシングホーム翔裕園 伊藤　優徳 飯能ケアセンター楠苑 飯塚　明美

ケア・ビレッジ　シャローム 五十嵐　康男 飯能ケアセンター楠苑 齋藤　八重子

ケア・ビレッジ　シャローム 神田　律子 ひかりナーシングピア 井上　満

ケアステーション所沢 栁田　隆憲 ひかりナーシングピア 平野　和枝

ケアステーション所沢 山岸　奈穂子 ＦＯＭＡ　なごみ 小野　繁

鴻巣フラワーパレス 郡司　洋明 ＦＯＭＡ　なごみ 岡田　君子

鴻巣フラワーパレス 鈴木　雅史 みどうの杜 杉田　代江子

高齢者ケアセンターゆらぎ 合澤　睦子 みどうの杜 福島　密江

高齢者ケアセンターゆらぎ 石井　亜由子 やまざくら 酒井　京子

「特別表彰」受賞者
施　設　名 氏　名

すぎとナーシングケア 海老原　友子

「夢の老健」優秀作品表彰
施　設　名 氏　名 施　設　名 氏　名

鶴ヶ島ケアホーム 佐藤　佳代子 なでしこ 松井　　仁

はなぶさ 高橋　博志

54名　五十音順（施設名）
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世
界
一
長
寿
国
ニ
ッ
ポ
ン

1　
日
本
人
の
死
因
別
死
亡
率
上
位
の
推
移
（
人
口
動
態

統
計
：
厚
生
労
働
省
）
を
図
に
示
し
ま
し
た
。
昭
和
25

年
ま
で
第
一
位
で
あ
っ
た
結
核
は
急
激
に
減
少
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
後
昭
和
26
年
か
ら
昭
和
55
年
ま
で
脳
血

管
疾
患
（
脳
出
血
・
脳
梗
塞
等
）
が
第
一
位
で
し
た

が
、
昭
和
45
年
以
降
減
少
し
、
昭
和
56
年
に
は
悪
性
新

生
物
（
が
ん
）
に
一
位
を
譲
り
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
60

年
に
は
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
等
）
と
入
れ
替
り
第
三
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
変
遷
の
中
で
日
本
人
の
平
均
寿
命
（
生
命
表
：

厚
生
労
働
省
）
は
急
激
に
延
び
て
き
ま
し
た
。
昭
和
30

年
は
男
性
63
・
６
歳
、
女
性
67
・
７
歳
で
、
昭
和
45
年
以

降
急
激
に
延
び
、
昭
和
60
年
に
は
男
性
74
・
８
歳
、
女

性
80
・
５
歳
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、
日
本
は

世
界
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
ま
し
た
。

　
最
新
の
平
成
23
年
発
表
で
は
、
男
性
79
・
64
歳
、
女

性
86
・
39
歳
で
す
。
ち
な
み
に
世
界
保
健
統
計
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
：
世
界
保
健
機
関
２
０
１
１
）
で
も
、
世
界
１
９
３

か
国
の
平
均
寿
命
（
男
女
平
均
）
が
68
歳
の
と
こ
ろ
、

日
本
人
は
83
歳
と
第
１
位
で
す
。
平
均
寿
命
が
こ
れ
ほ

ど
短
期
間
に
世
界
第
一
位
ま
で
駆
け
上
っ
た
国
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
も
結
核
と
脳
出
血
に
よ
る
死
亡
率
が
急
速
に
減

少
し
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

食
事
が
変
わ
っ
て
長
寿
に
な
っ
た

2　
日
本
人
の
一
人
一
日
当
た
り
の
主
な
食
品
摂
取
量

（
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
：
厚
生
労
働
省
）
を
、
昭
和

30
年
と
昭
和
60
年
に
つ
い
て
表
に
示
し
ま
し
た
。
昭
和

30
年
は
、
動
物
性
食
品
の
摂
り
方
が
大
変
少
な
い
時
代

　
我
が
国
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
と
寿
命
の
延
び
は
、
世
界
に
類
の
な
い
未
曾
有
の
増
え
方
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
食
生
活
環
境
も
あ
り
ま
す
。

健
康
長
寿
と
日
本
の
食
事

―
　

お
年
寄
り
の
健
康
と
食
事
　

―

０ 

５０ 

１００ 

１５０ 

２００ 

２５０ 

３００ 

結核 

脳血管疾患 

心疾患 

悪性新生物 

平
成
２０
年 

平
成
７
年 

平
成
２
年 

昭
和
６０
年 

昭
和
５５
年 

昭
和
５０
年 

昭
和
４５
年 

昭
和
４０
年 

昭
和
３５
年 

昭
和
３０
年 

昭
和
２５
年 

昭
和
１０
年 

死
亡
率（
人
口
）
１０
万
人
対 

図　主な死因別死亡率の年次推移 
（人） 

理 

事
　
寺 

島 

友 

明
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で
し
た
。
昭
和
60
年
に
は
、
動
物
性
食
品
が
増
え
、
お

米
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
変
わ

っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
野
菜
（
緑
黄
色
・
そ
の
他
）
類
は
あ
ま
り
増
え
て
は

い
ま
せ
ん
が
、
高
齢
者
は
、
若
者
よ
り
も
多
く
３
０
０

ｇ
前
後
摂
っ
て
い
ま
す
。

　
食
塩
に
つ
い
て
は
昭
和
40
年
代
に
、
国
を
挙
げ
脳
卒

中
・
高
血
圧
予
防
の
た
め
の
減
塩
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昭
和
50
年
は
一
人
一
日
13
・
５
ｇ
が
、
平
成
22
年

に
は
10
・
６
ｇ
ま
で
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

　
ど
う
や
ら
日
本
人
を
健
康
長
寿
に
し
た
食
事
は
、
野

菜
た
っ
ぷ
り
の
日
本
食
に
動
物
性
食
品
を
足
し
て
塩
分

を
引
い
た
料
理
の
よ
う
で
す
。

年
を
と
る
ほ
ど
食
事
は
大
切
で
す

3　
な
ん
と
な
く
体
力
が
落
ち
る
、
そ
ん
な
人
は
も
し
か

し
た
ら
栄
養
状
態
が
悪
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
体
格

的
に
は
肥
満
や
痩
せ
型
よ
り
も
、
や
や
小
太
り
の
ポ
ッ

チ
ャ
リ
体
型
の
方
が
栄
養
状
態
の
良
い
体
格
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
を
取
っ
た
ら
「
肉
は
食
べ
な
い
」「
痩
せ

な
く
て
は
」「
食
事
は
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
で
質
素
で

良
い
」
な
ど
と
言
う
人
は
、
老
化
現
象
を
早
め
寿
命
を

縮
め
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
前
段
で
述
べ
た
よ
う
に
、

肉
・
魚
・
大
豆
製
品
は
、
と
て
も
大
切
な
た
ん
白
質
源

で
、
体
の
修
復
と
感
染
症
に
対
す
る
抵
抗
力
（
免
疫

力
）
を
高
め
る
こ
と
か
ら
、
減
ら
さ
ず
に
し
っ
か
り
食

べ
て
く
だ
さ
い
。

　
野
菜
や
海
藻
・
き
の
こ
類
は
食
物
繊
維
や
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
の
豊
富
な
食
品
で
す
。
生
野
菜
よ
り

も
、
加
熱
調
理
を
す
る
と
食
べ
や
す
く
、
た
く
さ
ん
摂

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
果
物
も
ビ
タ
ミ
ン
や
糖

質
・
水
分
補
給
に
適
し
て
い
ま
す
。
主
食
の
ご
飯
や
麺

類
・
パ
ン
類
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
な
の
で
自
分
の
腹
加
減

で
食
べ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
栄
養
素
を
偏
り
な
く
、

し
か
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
る
た
め
に
は
、
多
く
の
食
品

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含

む
優
良
食
品
で
あ
る
牛
乳
を
勧
め
ま
す
が
、
日
本
人
は

野
菜
や
海
藻
・
豆
類
な
ど
か
ら
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多

く
摂
っ
て
い
ま
す
。

　
脱
水
症
に
つ
い
て
は
、
夏
だ
け
で
は
な
く
冬
場
に
も

起
こ
し
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

年
を
取
る
と
喉
の
渇
き
も
鈍
く
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
ま

め
に
水
分
を
摂
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

和
食
で
健
康
長
寿
を

　
　
　
　
　
目
指
し
ま
し
ょ
う

4　
世
界
中
に
和
食
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
健
康
長
寿

の
日
本
食
と
は
、「
ご
飯
を
主
食
に
肉
・
魚
・
卵
・
大

豆
製
品
・
野
菜
・
海
藻
・
き
の
こ
等
の
食
材
を
多
品
目

組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
牛
乳
・
乳
製
品
を
加
え
た
食
事

（
一
汁
三
菜
）」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
つ
ま
り
、
食
べ
物
に
「
体
に
良
い
、
悪
い
」
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
、
若

者
の
食
事
も
取
り
入
れ
な
が
ら
多
く
の
食
材
を
組
み
合

わ
せ
る
。
そ
し
て
、
食
べ
や
す
く
調
理
し
、
自
分
に
合

っ
た
量
（
腹
八
分
目
）
を
規
則
正
し
く
食
べ
る
こ
と
が

体
に
一
番
良
い
食
事
に
繋
が
る
の
で
し
ょ
う
。

　
お
菓
子
や
お
酒
は
、
心
の
栄
養
に
お
役
立
て
く
だ
さ

い
。

「
食
事
は
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」。

食　品　等 昭和30年 昭和60年

肉類 （g） 12 72
魚介類 （g） 77 90
卵類 （g） 12 40
乳類 （g） 14 117
お米 （g） 346 216
野菜（緑黄色・
その他） （g） 246 262

摂取エネルギー
 （kcal） 2104 2088

表　食品等摂取量（一人一日当たり）

健康長寿と日本の食事
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埼
玉
県
か
ら
の
お
願
い

平
成
24
年
２
月

埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
監
査
課

　
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
介
護
を
要
す

る
高
齢
者
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
思
わ
ぬ
事
故

の
発
生
も
散
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
８
月
、
11
月
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

お
い
て
、
入
浴
時
や
車
で
の
送
迎
時
に
事
故
が
相
次
い

で
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
の
取
組
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　
施
設
と
し
て
の
安
全
点
検
や
職
員
研
修
に
継
続
し
て

取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１

入
浴
介
助
時
の
事
故

　【
事
例
　

１
　

】

○
　
利
用
者
を
一
般
浴
室
で
洗
身
後
、
脱
衣
室
で
着
脱

業
務
に
当
た
っ
て
い
た
別
の
職
員
が
隣
の
機
械
浴
室

に
移
動
さ
せ
、
機
械
浴
槽
に
入
れ
た
後
、
手
動
給
湯

の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
。

○
　
こ
の
職
員
は
、
水
位
確
認
と
給
湯
停
止
の
ボ
タ
ン

操
作
を
行
わ
ず
に
機
械
浴
室
内
を
離
れ
、
脱
衣
室
で

着
脱
の
業
務
に
当
た
っ
た
。

○
　
こ
の
間
、
機
械
浴
室
に
は
職
員
は
誰
も
い
な
い
状

態
と
な
り
、
そ
の
間
に
水
位
が
上
が
り
、
溺
れ
る
事

故
が
発
生
し
た
。

　【
事
例

　

２
　

】

○
　
座
位
が
保
持
で
き
な
い
利
用
者
の
リ
フ
ト
浴
に
よ

る
入
浴
介
助
を
、
利
用
者
の
状
況
を
よ
く
知
ら
な
い

職
員
が
行
っ
た
。

○
　
リ
フ
ト
に
は
腰
の
ベ
ル
ト
と
胸
の
ベ
ル
ト
が
あ
る

が
、
利
用
者
に
対
し
て
、
胸
の
ベ
ル
ト
を
使
用
し
な

か
っ
た
。

○
　
こ
の
職
員
は
浴
槽
に
浸
か
っ
て
い
た
当
該
利
用
者

の
見
守
り
中
、
他
の
利
用
者
の
脱
衣
介
助
の
た
め
、

短
時
間
持
ち
場
を
離
れ
た
。

こ
の
間
、
利
用
者
が
浴
槽
内
で
前
屈
し
溺
れ
る
事

故
が
発
生
し
た
。

（
確
認
事
項
）

　
介
護
を
要
す
る
方
に
対
す
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
常
に
事
故
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、
た
と
え
短

時
間
で
あ
っ
て
も
職
員
が
目
を
離
す
こ
と
は
重
大
な
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
！

　
利
用
者
の
入
浴
中
に
職
員
の
見
守
り
が
な
く
な

る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
！

　
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
複
数
の

職
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
ま
た
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
対
応
中

に
も
他
の
入
浴
者
の
見
守
り
に
つ
い
て
連
携
す
る

体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
！

　
各
施
設
に
お
け
る
処
遇
方
法
を
職
員
に
理
解
さ

せ
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
整
備
し
、
定
期
的
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に
職
員
に
周
知
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
　
特
に
、
新
規
採
用
職
員
や
経
験
の
浅
い
職
員
に

対
し
て
は
、
研
修
等
に
よ
り
、
周
知
を
徹
底
し
て

い
ま
す
か
。

　
！

　
機
械
浴
の
操
作
方
法
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
が

そ
の
方
法
を
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
か
。

２

送
迎
時
の
交
通
事
故

　【
事
例
　

３
　

】

○
　
通
所
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
事
業
所
の
車
両
を

使
用
し
利
用
者
を
自
宅
へ
送
っ
て
い
た
際
に
交
通
事

故
が
発
生
。

○
　
送
迎
車
に
は
利
用
者
５
名
、
事
業
所
職
員
２
名
の

計
７
名
が
乗
車
し
て
い
た
。

○
　
当
該
送
迎
車
が
対
向
車
線
に
は
み
出
し
、
走
っ
て

来
た
ト
ラ
ッ
ク
と
衝
突
、
２
名
の
利
用
者
が
亡
く
な

っ
た
。

（
確
認
事
項
）

　
事
業
所
と
利
用
者
の
自
宅
と
の
間
の
送
迎
に
つ
い
て

は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
日
々
行
わ
れ
て
い

る
日
常
的
な
業
務
で
す
が
、
そ
の
安
全
は
常
に
確
保
さ

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
業
務
で
す
。

　
！

　
運
転
者
の
健
康
状
況
や
体
調
を
把
握
し
、
適
任

者
に
運
転
を
さ
せ
て
い
ま
す
か
。

　
！

　
必
要
に
応
じ
運
転
手
以
外
に
介
護
職
員
を
同
乗

さ
せ
る
な
ど
、
安
全
な
送
迎
に
配
慮
し
て
い
ま
す

か
。

　
　
　
車
両
に
つ
い
て
日
常
的
に
点
検
し
、
安
全
管
理

を
徹
底
し
て
い
ま
す
か
。

　
！

　
運
転
者
や
運
転
の
開
始
・
終
了
時
刻
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
運
行
記
録
（
運
転
日
誌
）
を
整
備

し
て
い
ま
す
か
。

　
！

　
道
路
交
通
法
等
関
係
法
令
を
遵
守
し
交
通
安
全

に
努
め
る
よ
う
職
員
に
対
す
る
安
全
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
か
。

　
！

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
て
い
ま
す

か
。

　
！

　
車
両
へ
の
車
椅
子
の
適
切
な
取
付
方
法
に
つ
い

て
従
業
者
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
確
実
な
実
施

に
つ
い
て
徹
底
し
て
い
ま
す
か
。

　
！

　
利
用
者
の
乗
降
に
安
全
な
場
所
を
選
定
し
て
い

ま
す
か
。

埼玉県からのお願い

！

公益社団法人
埼玉県介護老人保健施設協会

平成23年度

１年間の歩み
6月29日（水）定期総会
大宮ソニックシティー

9月16日（金）
公明党県議団との意見交換会
埼玉県議会会議室

10月13日（木）
公益法人移行登記完了
10月31日（月）
臨時総会（公益法人移行）
設立20周年・公益社団法人認定

記念祝賀会

11月11日（金）
第18回彩の国老健ひろば
松伏町ふれあいセンターかがやき

12月3日（土）
親善バレーボール大会
坂戸市民総合運動公園体育館

1月19日（木）
事務長会議　
東天紅JACK大宮店

2月5日（日）
第17回埼玉県介護老人保健施設大会
埼玉県民健康センター
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施設紹介

介護療養型老人保健施設

介護老人保健施設介護老人保健施設

〒366-0811　埼玉県深谷市人見2031番地
 TEL 048‒574‒8777　FAX 048‒572‒8822 
利用料　多床室：５万～ 12万円（31日）
　　　　従来型個室：5万～ 16万円（31日）
　　　　ユニット型個室：8万～ 17万円（31日）

〒336‒0963　さいたま市緑区大字大門1548‒7
 TEL 048‒812‒1277　FAX 048‒812‒1275
利用料　多床室：12万円前後
　　　　従来型個室：18万円前後

〒349‒0142　埼玉県蓮田市南新宿994‒1
 TEL 048‒765‒2525　FAX 048‒765‒0202
利用料　ユニット型個室：15万～17万円

アルメリア

エスポワールさいたまケアタウン　ゆうゆう

　介護療養型老人保健施設アルメリアは『「おもいやり」と「共
感」の心で看護・介護・リハビリを総合的に提供し、地域社会
の多様化したニーズに応えます』を旗印に、平成23年４月に開
設致しました。社会で年金や介護など高齢者福祉の問題点が論
議される中、平成24年度は、開設２年目を迎え、助走期間を終
了し、さらに高い次元での理念の実現を目指しています。
　当施設における医療・看護・介護職員は、部門間の連携をよ
り一層強化し、また、常に研鑽に努め、個々のスキルアップを
はかり、利用者様に寄り添い、質の高いサービスを提供する覚
悟でおります。まだまだ改善すべき課題も多々あるかと存じま
すが、皆々様より率直なご意見、ご指導を頂ければ幸いです。
よろしくお願い致します。

　当施設は平成23年５月１日に開設致しました。さいたま市
緑区の国道122号線沿いに位置しています。入所定員は100
名。うち50床は認知症専門棟となっており、通所リハビリテ
ーションは定員20名となっております。
　明るく家庭的な雰囲気の中で心のこもった温かいケアを常
に心がけ、専門スタッフが真心を込めてお世話させていただ
き、利用者の皆さまの家庭復帰をお手伝いいたします。ま
た、個性や人間性を尊重し、心身状態を常に見極め、より質
の高い充実したケアを目指し、スタッフ一同工夫と努力を重
ねてまいります。
　入所・通所相談の他、施設見学も随時受け付けております
ので、どうぞお気軽にお問い合わせください。

　当施設は、平成23年５月１日に開設しました。入所及び短
期入所合わせて100室となっており、居室スペースは入居者
のプライベートに配慮した個室となっており、居心地良くゆ
ったりとした日々を過ごすことのできるようにサポート致し
ております。
　通所リハビリテーションは40名となっていますが、リハビ
リテーションルームも明るく広々とし、最新鋭のリハビリテ
ーション機械を整備し、リハビリ体制を充実しております。
又、居宅介護支援事業所も施設内に併設しております。
　「まるで今まで家に居るのとなんら変わりない」日常を目指し
たケアサービスを提供致します。施設入所、通所リハビリテーシ
ョンの見学も随時受付しておりますので、お待ちしております。

施設紹介
いきいき
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介護老人保健施設 介護老人保健施設

介護老人保健施設介護療養型老人保健施設

〒359-0001　埼玉県所沢市下富1310-15
 TEL 04‒2990‒2077　FAX 04‒2990‒2078
利用料　多床室：4.8万～10.8万円
　　　　従来型個室：13.5万～21.7万円

〒365‒0025　埼玉県鴻巣市下谷字在家409‒1
 TEL 048‒540‒6171　FAX 048‒540‒6175
利用料　多床室：なし　従来型個室：なし
　　　　ユニット型準個室：13万～ 18万円／月

〒331‒0822　さいたま市北区奈良町120‒2
 TEL 048‒662‒7777　FAX 048‒662‒7778
利用料　多床室：12万円前後　２床室：18万円前後
　　　　従来型個室：25万円前後

〒331-0074　埼玉県さいたま市西区宝来1348-1
 TEL 048-623-5591　FAX 048-623-7474
利用料　多床室：8万～15万円
　　　　従来型個室：32万～40万円 

エスポワール所沢 こうのすナーシングホーム共生園

ハートランド大宮びわの葉

　当施設は所沢市の北部に位置し、都心からもほど近く、私
共の医療法人が運営する北所沢病院の近隣に、2011年９月１
日にオープンいたしました。入所定員は100床で、そのうち
50床が認知症専門、50床が一般個室となっており、通所リハ
ビリテーションは40名の定員となっております。
　明るく家庭的な雰囲気の中で、心のこもった温かいケアを
ご提供いたします。利用者の皆様が、活性化して自立した日
常生活を営めるように、専門スタッフが真心をこめてお世話
させていただき、家庭生活への復帰をお手伝いいたします。
　施設見学、ご相談を随時受け付けておりますので、お気軽
にお問い合わせください。

　当施設は平成17年にオープンしました。完全個室・ユニッ
ト型定員120名の施設です。通所リハビリテーションは定員
46名、ショートステイも併設しております。
　ご利用いただくお一人おひとりの「笑顔」と、ご家族の
「安心」と「信頼」をモットーに、自立・家庭復帰へのサポ
ートを積極的に行っています。充実した介護・看護・リハビ
リテーション体制のもと、さまざまな疾患を抱えるご利用者
に合わせたケアが提供できるよう、スタッフ一同日々研鑚に
励んでいます。
　ご希望の方・介護でお悩みの方など、お気軽にご相談くだ
さい。見学も随時受け付けておりますので、まずはご連絡を
お待ちしております。

　当施設は平成23年９月１日に開設致しました。定員は入所
及び短期入所合わせて100名、通所リハビリテーションは20
名となっております。
　ゆったりと過ごせる広い居室と採光に恵まれた開放的に明
るいデイルームが「ハートランド大宮」の特徴です。個を尊
重し、ご利用者一人ひとりと向き合う姿勢を理念に掲げ、皆
様の生活機能回復・向上を支援いたします。
　施設見学はいつでもお受けいたしますのでお気軽にお問い
合わせください。ご利用を心からお待ちしております。

　介護療養型老人保健施設　「びわの葉」は平成24年3月1日
に開設いたしました。（入所86床・短期入所４床）
　その特徴として、入院するほど症状は重くないものの既存
の介護老人保健施設などでは対応する事が難しい方が入所可
能な新しい介護老人保健施設です。
　また、「びわの葉」は、慢性期の指扇療養病院が同じ建物
内にあり、さらに急性期の指扇病院が隣接しており、ご入居
者様が安心して療養生活をお送り出来ます。
　お問い合わせ・お申し込みは地域連携課・医療相談室まで
お願いいたします。



ホームページリニューアル進む編 集 後 記

脳卒中と骨折予防
　ねたきり　ゼロへの第一歩

第 条1 「手は出し過ぎず目は離さず」が
　介護の基本　自立の気持ちを大切に

第 条6

ねたきりは　ねかせきりから作られる
　過度の安静逆効果

第 条2 ベッドから移ろう移そう車椅子
　行動広げる機器の活用

第 条7

リハビリは早期開始が効果的
　始めようベッドの上から訓練を

第 条3 手すり付け　段差をなくし　住みやすく
　アイデアいかした住まいの改善

第 条8

暮らしの中のリハビリは
　食事と排泄、着替えから

第 条4 家庭でも社会でも　喜び見つけ
　みんなで防ごう閉じ込もり

第 条9

朝起きて、まずは着替えて身だしなみ
　寝・食分けて生活にメリとハリ

第 条5 進んで利用　機能訓練　デイ・サービス
　寝たきりなくす人の和　地域の和

第 条10

防 「手は出し過第 条6

ねたきり0への10か条ねたきり0への10か条
ゼロゼロ

公益社団法人　埼玉県介護老人保健施設協会
（事務局）〒350-2213　埼玉県鶴ヶ島市脚折1877番地

介護老人保健施設　鶴ヶ島ケアホーム内
TEL. 049－271－5121　FAX. 049－271－5124
URL:http://saitamaroken.jp/　E-mail :sairoken@manjyukai.or.jp利用者の幸せサポート　埼老健

　
平
成
十
六
年
に
開
設
し
た
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
年
度
か
ら
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

 
　
こ
れ
ま
で
会
員
だ
け
で
な
く
、
県

民
の
皆
様
に
も
積
極
的
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
た
も
の
で
す
が
、
さ
ら

に
使
い
や
す
い
よ
う
に
と
工
夫
を
加

え
ま
し
た
。

　
特
に
会
員
施
設
の
皆
様
に
は
、
い

つ
で
も
施
設
情
報
が
更
新
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
に
最
新
の
内
容
に
い
つ
で
も

置
き
換
え
ら
れ
、
催
し
物
な
ど
の
案

内
も
効
果
的
に
掲
載
で
き
ま
す
。

　
協
会
の
ペ
ー
ジ
も
項
目
を
増
や

し
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
頂
き
や
す

い
よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
も
見
直
し
ま

し
た
。
研
修
会
情
報
や
各
種
資
料
も

充
実
し
、
記
録
性
も
高
め
、
様
々
な

ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　
何
度
で
も
ご
利
用
い
た
だ
き
、
お

分
か
り
に
な
り
に
く
い
点
は
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
厳
し
い
寒
さ
の
影
響
で
梅
も
桜
も
開
花

が
大
幅
に
遅
れ
、
春
が
来
ま
し
た
。

　
四
月
か
ら
の
介
護
報
酬
改
定
や
電
気
料

金
の
値
上
げ
、
消
費
税
な
ど
、
老
健
を
取

り
巻
く
環
境
が
刻
々
変
化
し
て
い
ま
す
。

高
齢
社
会
の
進
展
も
速
度
を
増
し
、
老
健

の
成
長
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
常
に
新
し
い
課
題
に
向

い
、
取
り
組
む
埼
老
健
大
会
を
本
号
の
中

心
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
昨
年
度
新
た
に
八
会
員
施
設
を
迎
え
、

さ
ら
に
充
実
し
た
協
会
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
来
年
二
月
の
大
会
で
は
、
県
民
の
み

な
さ
ま
と
共
に
関
東

甲
信
越
か
ら
の
お
客

様
を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
夢
を
広
げ
て
い
ま

す
。




